
おことばを述べられる秋篠宮皇嗣殿下（写真提供：大分県） お手入れをされる秋篠宮皇嗣殿下（写真提供：大分県）

表彰を行う野中農林水産副大臣 緑の少年団へお声がけされる秋篠宮皇嗣同妃両殿下

　11月12日（土）から13日（日）にかけて、秋篠宮皇嗣同妃両殿下のご臨席のもと、「豊かなおおいた 森林を育み 木
と暮らし」をテーマに、第45回全国育樹祭が大分県豊後大野市「大分県県民の森 平成森林公園」及び大分市「昭和
電工武道スポーツセンター」で開催されました。
　12日のお手入れ行事では、平成12年に開催された第51回全国植樹祭で天皇皇后両陛下がお手植えされたアカガシ
とカツラに、両殿下がお手入れをされました。
　13日の式典行事では、皇嗣殿下のおことばに続き、全国での育樹活動や大分県の森林の育成に功績のあった方々
への表彰と、野中厚農林水産副大臣の立会いによる全国緑の少年団表彰の受賞団への「緑の贈呈」が行われまし
た。式典の後半では、メインテーマアトラクションとして、昭和52年第１回全国育樹祭の開催地である大分県で、森林
を守り育てることの大切さと森林と人との関わりについて未来を担う子ども達と考える「始まりの地から、未来へ」を
テーマに、トークショー、歌唱、演舞の披露が行われました。最後に国土緑化推進機構の濱田純一理事長による「大
会宣言」等が行われ、式典は幕を閉じました。
　次回、第46回全国育樹祭は「誰かじゃない 僕が育てる 緑と日本」を大会テーマに、令和５年秋に茨城県で開催さ
れる予定です。

全国育樹祭とは
　健全で活力ある森林を育て、次の世代に引き継ぐことの大切さを伝えるため、昭和52年から毎年秋に開催されて
いる国民的な緑の祭典です。全国植樹祭で天皇皇后両陛下がお手植えされた樹木を皇嗣殿下がお手入れされる育樹
運動のシンボル的行事と、皇嗣殿下によるおことばや各種表彰等の式典行事のほか、参加者による育樹活動等の行
事が行われています。
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